
清水嘉治先生定年退職記念号に寄せて

経済学部長 池 .L和 夫

清水 嘉治 先生は,2000(平 成12)年3月31日 付 けを もって本学 を定 年 ご退

職 され ました。

先ノkは,1953(昭 和28)年 横浜市 立大学 商学 部経済学 科 を卒業 後,一 △橋 大

学大学院社 会学研究科 に進 まれ,同 修士課程 を終了後,関 東学院大学経済学部

助 手,専 任 講師,助 教授,教 授 を経 て昭和58年 本学経済学 部教授 に就任 され

ま した。以 来,本 学 において17年 間 にわた り世 界経済 論,ヨ ー ロ ッパ経済 論

等 を担 当され経済学 部教育 において も多 くの足跡 を残 され ました。

先生の ご専門は,ヨ ーロ ッパ経済論,世 界経済論,経 済政策論 な どスケール

の大 きな研究であ り,ご 著書 も1965(昭 和40),学 位論 文である 「帝国主義論

研究序説』 を世に問われて以来,単 書 だけで も20冊 以上の 箸作 を出版 されて

お ります。特 に学部長等の 要職 に就かれていた時期 において も殆 ど毎年のご と

く研究書 を出版 し続 ける とい う驚 異的 なお仕 事をされてお られ ま した。 お仕事

の内容は環境問題,地 域問題,独 占資本k議 論,経 済政策論等 と多岐にわた り

ますが,近 年 は特 に激動す る社会,世 界経済の中で市民 自治の11.L場にr._ｺ_1_脚点 を

置 きつつ改 革を模索す るお仕事 に重点がおかれている ように思 え ます。 ご研 究

との関係か ら学会での活動 も広 く,経 済政策学 会,国 際経済学 会,国 際 公共経

済学会な どでは理 事のお仕事等 もされてお りま した。

これ らの研 究活動以外,学 部長,経 済学研 究科 委員長,経 済貿易研究所委員

長,大 学理 事,学 長事務取扱 な どを歴任 し,ま た,大 学の外 では神奈川県の公

害対策委員,総 合計 画審議 会委員,同 専 門部会長y副 会長,県 や横浜市 の環境

影響評価審査会副会長,会 長 な どのお仕事 をされ,幅 広 く社 会的 な活動 を され

ている行動する研究者 と して も世 に知 られてお ります。社会的 な実践 を通 して
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自らの学問 を検証する姿勢 をと りつづけて きた先生か らすればあ るいは当然の

お仕事であ ったか も しれ ませ ん。

しか し,学 内外の要職 をこな しつつ旺盛な研究活動 を続け られて きたことも

原因 してか,… 時体調 を崩された ことがあ りましたが,現 在はす っか りお元気

にな り再 び精力的に研究活動 を持続 されてお ります。

今後 とも健康 に留意 されて益 々お元気で ご研究 を続 け られ ることを心 か らお

祈 り申 し上 げ ます。


